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＜調査研究速報＞

マヤ高地の黒曜石製石器とカカオの加工 

―グアテマラ高地カミナルフユ遺跡の実験使用痕研究― 

青山和夫（茨城大学）、バルバラ・アロヨ（カミナルフユ遺跡調査団）、ヘンリー・ロド

リゲス（カミナルフユ遺跡調査団）

 

１．はじめに

カカオは先スペイン期メソアメリカで重要な遠距離交換品の一つであり、高温多湿の気候と良好な土壌が広

がる熱帯低地の特産品として重宝された。カカオ豆は古典期（200～1000 年）と後古典期（1000 年～16 世紀）

のメソアメリカで王や貴族の高貴で贅沢なカカオ飲料の材料として珍重され、様々な宗教儀礼に用いられた。

カカオ豆は貨幣、貢納・交易品、薬としても重要な役割を果たした［Coe and Coe 2013］。古典期の王墓には「カ

カオ飲料を飲むための容器」というマヤ文字の碑文やカカオ飲料を飲む王を描いた多彩色土器が副葬された。 

従来のメソアメリカ研究で軽視されてきたのは、パルプと呼ばれるカカオの白い果肉の利用についてである。

土器の残存物の化学分析によれば、カカオパルプ発酵酒は紀元前1000年以前から製造されていた［Henderson et 

al. 2007］。カカオパルプ発酵酒は、現在までグアテマラ太平洋岸やグアテマラ高地で造られている。同時にカ

カオパルプはグアテマラ太平洋岸などで果物ジュースとし

ても飲用される［McNeil 2006:345-346］。先住民の子どもた

ちは、カカオパルプをおやつ代わりに食べる［八杉2004:32］。

古典期・後古典期マヤ文明の石製香炉や土器にはカカオの果

実が表象された［Martin 2009］。カカオは先スペイン期に乾

燥したカカオ豆としてだけでなく、果実のままでも交換され

た可能性が高い。しかしながら、カカオは土中に残りにくい。

一方でマヤ考古学において壮麗な公共建築、マヤ文字、石造

彫刻や土器の研究に比べると、主要利器であった石器の研究

は軽視されてきた［青山2013］。とりわけマヤ考古学におい

て、石器の機能の詳細な分析はまだ広範に行われていない。 

本論の目的は、マヤ高地のカミナルフユ（Kaminaljuyú）遺

跡から出土した一次堆積資料の黒曜石製石器がカカオの加工

に使用された可能性を実験使用痕研究に基づいて検証するこ

とである（図1）。石器サンプルは17点と少ないものの、カ
図1 マヤ地域とカミナルフユ遺跡
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カオ豆を貯蔵するために使用されたと考えられる土器やカカオ豆の植物遺体に共伴した極めて希少な一次堆積

の一括資料である。本論は世界で初めてマヤ高地の黒曜石製石器の使用痕分析を高倍率の金属顕微鏡を用いて行

った。マヤ低地の一部の遺跡では高倍率の金属顕微鏡を用いた石器の使用痕分析が実施されてきたが、マヤ高

地では本論以前には皆無であった。遺物の使用痕分析に先立って、複製黒曜石製石刃によってカカオの果実を

切断する実験使用研究を実施した。複製石刃を用いたカカオの果実の使用実験も世界で初めての試みである。

 カカオは冷涼なマヤ高地のカミナルフユ近辺では栽培できないので、グアテマラ太平洋岸のカカオ名産地か

ら搬入されたと考えられる。カカオは①乾燥させたカカオ豆として搬入された、②カカオの果実のままでカミ

ナルフユに運ばれて加工された、あるいは③カカオ豆と果実の両方が搬入されたという3つの可能性があろう。

カミナルフユ遺跡の黒曜石製石器がカカオの加工に使用された可能性を検証することは、カカオパルプ発酵酒

図2 カミナルフユ遺跡の平面図
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の製造や宗教儀礼での利用の一端に関する手がかりを得て、先スペイン期メソアメリカにおけるカカオの社

会・宗教・政治的な重要性を探求する上で意義深い。

カミナルフユは、海抜約 1500m のグアテマラ盆地にある先古典期中期から古典期後期（前 800～後 900 年）

のマヤ高地最大の都市遺跡である［Arroyo 2017; Inomata et al. 2014; Kidder et al. 1946; Sanders and Michels 1977］。

都市は、マヤ高地の主要な黒曜石産地エル・チャヤル（El Chayal）から22kmに立地し、黒曜石製石刃の生産・

流通の中心地として栄えた。遺跡名は、キチェ・マヤ語で「死者の丘」を意味する。遺跡は現在のグアテマラ

市の南西部に位置し、開発に伴ってその 90％以上が破壊された。住宅地に囲まれた「ラ・アクロポリス（La

Acrópolis）」地区と「ラ・パランガーナ（La Palangana）」地区が、国立遺跡公園になっている（図2）。

グアテマラ盆地にかつて存在したミラフローレス（Miraflores）湖から灌漑水路が前 350 年頃から建造され、

灌漑農業が行われた［Valdés 2006］。水路は、主要な建造物の周囲にも張り巡らされた。カミナルフユは、神

殿ピラミッドや住居の周囲に菜園、花や庭園が広がる「水と緑があふれる都市」であった。カミナルフユや近

隣のマヤ高地の諸都市では、玄武岩や他の火成岩が石造記念碑や磨製石器の石材として用いられた。カミナル

フユでは、イサパ（Izapa）様式と呼ばれるグアテマラとメキシコのチアパス州の高地や太平洋岸低地に先古典

期終末期に発達した浅浮き彫りの石彫様式の図像の石碑、ヒキガエルを模った祭壇や玉座を含む 300 以上の石

造記念碑が彫刻された［Guernsey et al. 2010］。高さが21m、底辺の長さが70m×90mのアドベ（日干しレンガ）

製神殿ピラミッド、12の球技場、住居など200以上の建造物が5km2に配置された。アドベや土を使って神殿ピ

ラミッドや住居の基壇が造られ、その上にアドベや編み枝に泥を塗りつけた壁と藁葺き屋根の建物が建てられ

た。

20 世紀に入ってグアテマラ市の都市開発が進み、レンガやアドベを製作するために多くの建造物が破壊され

た。現在では、35の建造物跡が残っているに過ぎない［Arroyo 2017］。バルバラ・アロヨ（Bárbara Arroyo）は、

2008年からカミナルフユ遺跡調査団の調査団長を務めている［Arroyo et al. 2016］。カミナルフユ遺跡調査団は、

往時は「マウンド A-IV-1」、「マウンド A-IV-2」と「マウンド A-IV-3」に囲まれていた「A-IV グループ」の

発掘調査を実施した。「A-IV グループ」は、かつてグアテマラ盆地に存在したミラフローレス湖の湖畔に立地

していた。発掘調査では先古典期中期から古典期後期までの豊富な遺物が出土した。「A-IVグループ」は先古典

期後期・古典期のカミナルフユ都市内において水源に近い好立地であり、人間の長い居住があった。 

グアテマラ市の建設活動に伴って、「マウンドA-IV-2」は既に破壊されている。「マウンドA-IV-2」の西側

の先古典期後期の遺物集中地点から 535 点の黒曜石製石器と大量の土器片が出土した。その大部分はモンテ・

アルト（Monte Alto）と呼ばれる型式の大型貯蔵用土器であることが注目される。黒曜石製石器と土器片以外に

は、製粉用磨製石器、緑石製品や土偶なども出土した。使用痕分析した10点の黒曜石製石器は、供物として埋

納されたモンテ・アルト型式の完形土器に共伴して床面直上の遺構から出土した一次堆積の一括資料である（図

3）。ポペノエ・デ・ハッチ［Popenoe de Hatch 1994］は、モンテ・アルト型式の土器がカカオ豆を貯蔵するた

めに使用されたという仮説を提唱している。モンテ・アルト型式の土器は、土器自体の大きさ、頸部の径や長

さ、腹部の径に変異があり、5つのヴァラエティに細分される。カカオだけでなく、トウモロコシ、豆やカボチ

ャの種など他の食料の貯蔵にも用いられた可能性がある。

「マウンド A-IV-1」の東側の古典期前期に属する人工的な穴に貯蔵された供物の 1 つからは、201 点の黒曜

石製石器とサマヨア（Samayoa）型式の土器が出土した。使用痕分析した7点の黒曜石製石器（図4）は、供物

として埋納されたサマヨア型式の土器に共伴した一次堆積の一括資料である。先古典期後期のモンテ・アルト

型式の大型貯蔵用土器と同様に、サマヨア型式の土器も大型貯蔵用土器からなる。先古典期後期から古典期前
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期にかけて食料が大型土器に貯蔵された可能性が高い。古典期前期の遺構からは、他の石器や土偶だけでなく、

カミナルフユ遺跡では希少なカカオ豆、トウモロコシ、豆やアマランスの植物遺体も出土した。サマヨア型式

の土器には、カカオ豆を含む食料が貯蔵されたと考えられよう。次に石器の分析法と分析結果について述べよ

う。

  図 4 カミナルフユ遺跡の古典期前期の黒曜石製石器 

図 3 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の黒曜石製石器 
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２．石器の分析法 

 

黒曜石の獲得と石器の製作を明らかにするために、ハンドヘルド蛍光Ｘ線分析計を用いて黒曜石製石器の産

地を同定し、石器の型式分類を行った。黒曜石製石器は型式ごとに分類し、長さ、幅、厚さ、重さなどの属性

を分析した。黒曜石製石器の機能を検証するために、マヤ考古学ではまだ広範に実施されていない高倍率の金

属顕微鏡を用いた分析法で、世界で初めてカミナルフユ遺跡の黒曜石製石器の使用痕を分析した。

黒曜石製石器の産地は、オリンパス社製ハンドヘルド蛍光Ｘ線分析計DELTA Premium DP-6000-CCを用いて

同定した。この測定機器は、40kV の X 線管（最大管電流：200μA）と大口径シリコンドリフト検出器（SDD）

を搭載し、試料の計 28 の微量元

素や軽元素を短時間で高精度に

測定できるフラッグシップモデ

ルである。蛍光Ｘ線分析計をポー

タブルワークステーションに取

り付け、ノートパソコンに本体デ

ィスプレイと同じ画面を表示し

ながらリモート制御を行った。

DELTA付属PCソフトウェア（イ

ノベックス・システム）を用いて、

リモート制御だけでなく、データ

の送受信・バックアップと測定結

果の解析を行った。

信頼性の高い分析を一貫して

行うために標準試料を分析して

較正を行い、装置の分析精度を確

認した。微量元素と痕跡元素を測

定するために、各試料を

GeoChem モードで 1 分間計測し

た。測定した元素は、K、Ti、Mn、

Fe、Zn、Rb、Sr、Y、Zr、Nb、

Th、Mg、Al、Si、P、S、Ca、V、

Cu、As、Mo、Sn、Sb、Ta、Pb、

Bi、U、Le の計 28 元素である。

黒曜石補正と産地同定には、ミズ

ーリ大学原子炉研究所（MURR:

University of Missouri Research 

Reactor）によるアメリカ大陸の

40 産地についての既知の中性子

放射化分析、蛍光 X 線分析およ

   図 5 カミナルフユ遺跡の黒曜石製石器に含まれるストロンチウ

ムとルビジウム

   図 6 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の黒曜石製石刃の使用痕

（パターンbh、木・他の植物の切断、200倍）
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期にかけて食料が大型土器に貯蔵された可能性が高い。古典期前期の遺構からは、他の石器や土偶だけでなく、

カミナルフユ遺跡では希少なカカオ豆、トウモロコシ、豆やアマランスの植物遺体も出土した。サマヨア型式

の土器には、カカオ豆を含む食料が貯蔵されたと考えられよう。次に石器の分析法と分析結果について述べよ

う。

  図 4 カミナルフユ遺跡の古典期前期の黒曜石製石器 

図 3 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の黒曜石製石器 
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２．石器の分析法 
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び誘導結合プラズマ発光分光分析による測定データを活用した。カミナルフユ遺跡の遺物の分析によって得ら

れた各元素の濃度をエクセルによって100万分の1（ppm）で一覧表として提示し、産地原石のデータと比較し

た。フリーの統計ソフトウェアMURRAP（MURR Analysis Package）を用いて、二変量散布図の作成と黒曜石産

地を同定するための統計分析を実施した（図5）。

 遺物の使用痕分析に先立って、7点の複製黒曜石製石刃によってカカオの果実を切断する実験使用研究を実施

し、遺物の使用痕と比較した。作業量は、4点の複製石刃については1000回、3点については1500回まで行っ

た。ヘンリー・ロドリゲス（Henrry Rodríguez）は、カミナルフユ遺跡の「A-IVグループ」の発掘調査を担当し、

複製石刃による実験使用研究を指揮した。複製石刃は片方の刃部のみを用いて、カカオの果実を切断した。た

とえば実験1では、113回の切断で

カカオの果実を二分することがで

きた。実験 2 では、91 回の切断だ

けでカカオの果実を 1 分 42 秒で二

分できた。

マヤ文明の石器の使用痕研究の

方法論的枠組みは、青山がホンジュ

ラスで 1987 年に行った体系的な実

験使用痕研究に基づき確立された。

青山は、ローレンス・キーリー

（Lawrence Keeley）［Keeley 1980］

と自らがかつて所属した東北大学

石器使用痕研究チーム［梶原・阿子

島1981; Akoshima and Aoyama 2013］

の方法論に基づいて、黒曜石製複製

石器 151 点とチャート製複製石器

116点の計267点の複製石器による

使用実験を実施した。使用実験では、

被加工物、操作法、作業量を独立し

た変化要素として統制した

［Aoyama 1989, 1999］。

青山はこの方法論的枠組みを

1987 年から 2018 年まで計 7,754 点

のマヤ文明の石器の使用痕分析に

適用し［Aoyama 1995, 1999, 2007, 

2009, 2015, 2017;Aoyama et al. 2017a, 

2017b; Emery and Aoyama 2007］、カ

ミナルフユ遺跡の石器分析に活用

した。使用痕の観察にはオリンパス

BHM 型落射照明付金属顕微鏡

図7 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の黒曜石製大型石刃の使用痕 

  （パターンbh、木・他の植物の削り、200倍） 
 

 

図8 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の黒曜石製石刃の使用痕 

  （パターンf、魚・肉の切断、200倍）
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（OLYMPUS BX60Ｍ）を用いて50倍から500倍、特に200倍で行い、各石器の使用部位、操作法、被加工物、

作業量といった石器の機能の基礎データを抽出した。デジタル・カメラを搭載した顕微鏡写真撮影装置

（OLYMPUS PD-27）で使用痕が認められる部位を中心に写真を撮影した。

 黒曜石は火山ガラスであり、チャートのようなシリカ質堆積岩よりも多くの線状痕が形成される。黒曜石の

光沢面はシリカ質堆積岩よりも広範囲に広がる。したがって、青山は黒曜石の光沢面、線状痕、小ピットを総

合的に観察して 11 の使用痕パターンに分類した［Aoyama 1989, 1999:40-44］。7 点の複製黒曜石製石刃には 2

つの使用痕パターン（bとh）のみ、17点のカミナルフユ遺跡の黒曜石製石器には3つの使用痕パターン（b、f

と h）だけ認められた（図 6～8）。異なった使用痕パターンが同一使用部位に観察される場合は、支配的な使

用痕パターンを先に副次的な使用痕パターンを後にしてパターンbhやhbのように記述した。

使用痕パターン b は、明るく滑らかであるが、比較的平坦な光沢面を形成する。線状痕は一般的に細く長い

が、使い込まれると幅が広くなる。比較的多くの小ピットが観察される。木やカカオの果実を含む他の植物の

加工で生じる。換言すれば、石器に使用痕パターン b が観察されれば、カカオの果実や木・他の植物の加工に

使用された可能性を指摘できる。さらにその石器がカカオ豆を貯蔵したと考えられる土器に共伴した一次堆積

資料であれば、カカオの果実の加工に使用された蓋然性が高まる。使用痕パターン fは、魚、肉、皮の作業で形

成される。光沢面はほとんど形成されないが、短い線状痕と多数の小ピットが刃縁のみに狭く分布する。使用

痕パターン h は鈍く弱い光沢面で、比較的長い線状痕と様々な大きさの小ピットが観察され、様々な被加工物

の使用痕の形成初期に見られる。

３．分析結果 

 

3-1. 黒曜石の獲得と石器の製作

蛍光Ｘ線分析によれば、17点の黒曜石製石器は全て近隣のエル・チャヤル産であった（図5）。石器組成は、

9点が石刃核から押圧剥離された定型的な石刃、8点が石刃核の石刃剥離作業面を調整する際に打撃剥離された

大型石刃（6点）と小型打撃石刃（2点）である。大型石刃と小型打撃石刃は、それぞれ幅が2.5cm以上か2.5cm

未満で分類する。大型石刃 1 点、小型打撃石刃 1 点、石刃 1 点の計 3 点に自然面が残存しており、小型自然面

残存率は17.6％と高い。「マウンドA-IV-2」の西側の先古典期後期の遺構から出土した10点の黒曜石製石器は、

4点の石刃、5点の大型石刃、1点の小型打撃石刃からなる。小型打撃石刃に自然面が残存する。「マウンドA-IV-1」

の東側の古典期前期の遺構から出土した 7 点の黒曜石製石器は、6 点の石刃と 1 点の大型石刃で構成される。1

点の石刃と 1 点の大型石刃に自然面が残存する。黒曜石は近隣の産地エル・チャヤルから、大型石刃核として

先古典期後期と古典期前期にカミナルフユに搬入され、打撃石刃と押圧石刃が製作されたと考えられる。その

証拠としては、大型石刃核に石刃剥離作業面を調整する際に打撃剥離された大型石刃と小型打撃石刃が多いこ

とおよび自然面残存率が高いことが挙げられる。対照的に古典期後期（600～810年）のセイバル（Ceibal）では、

黒曜石が石刃を押圧剥離するために既に整形された、より小さな石刃核として搬入された。そのために大型石

刃は皆無であり、エル・チャヤル産黒曜石製石器の自然面残存率は0.6％に過ぎない［Aoyama 2017:297］。

3-2. 黒曜石製石器の機能

 高倍率の金属顕微鏡を用いた使用痕分析の結果、火災や土中に埋没後の表面変化によって使用痕分析が不可

能な石器は皆無であった。すなわち、全17点の黒曜石製石器が使用痕の観察に適した良好な状態であることが



94

び誘導結合プラズマ発光分光分析による測定データを活用した。カミナルフユ遺跡の遺物の分析によって得ら

れた各元素の濃度をエクセルによって100万分の1（ppm）で一覧表として提示し、産地原石のデータと比較し

た。フリーの統計ソフトウェアMURRAP（MURR Analysis Package）を用いて、二変量散布図の作成と黒曜石産

地を同定するための統計分析を実施した（図5）。

 遺物の使用痕分析に先立って、7点の複製黒曜石製石刃によってカカオの果実を切断する実験使用研究を実施

し、遺物の使用痕と比較した。作業量は、4点の複製石刃については1000回、3点については1500回まで行っ

た。ヘンリー・ロドリゲス（Henrry Rodríguez）は、カミナルフユ遺跡の「A-IVグループ」の発掘調査を担当し、

複製石刃による実験使用研究を指揮した。複製石刃は片方の刃部のみを用いて、カカオの果実を切断した。た
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分できた。
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図8 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の黒曜石製石刃の使用痕 

  （パターンf、魚・肉の切断、200倍）
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（OLYMPUS BX60Ｍ）を用いて50倍から500倍、特に200倍で行い、各石器の使用部位、操作法、被加工物、

作業量といった石器の機能の基礎データを抽出した。デジタル・カメラを搭載した顕微鏡写真撮影装置

（OLYMPUS PD-27）で使用痕が認められる部位を中心に写真を撮影した。

 黒曜石は火山ガラスであり、チャートのようなシリカ質堆積岩よりも多くの線状痕が形成される。黒曜石の

光沢面はシリカ質堆積岩よりも広範囲に広がる。したがって、青山は黒曜石の光沢面、線状痕、小ピットを総

合的に観察して 11 の使用痕パターンに分類した［Aoyama 1989, 1999:40-44］。7 点の複製黒曜石製石刃には 2

つの使用痕パターン（bとh）のみ、17点のカミナルフユ遺跡の黒曜石製石器には3つの使用痕パターン（b、f

と h）だけ認められた（図 6～8）。異なった使用痕パターンが同一使用部位に観察される場合は、支配的な使

用痕パターンを先に副次的な使用痕パターンを後にしてパターンbhやhbのように記述した。

使用痕パターン b は、明るく滑らかであるが、比較的平坦な光沢面を形成する。線状痕は一般的に細く長い

が、使い込まれると幅が広くなる。比較的多くの小ピットが観察される。木やカカオの果実を含む他の植物の

加工で生じる。換言すれば、石器に使用痕パターン b が観察されれば、カカオの果実や木・他の植物の加工に

使用された可能性を指摘できる。さらにその石器がカカオ豆を貯蔵したと考えられる土器に共伴した一次堆積

資料であれば、カカオの果実の加工に使用された蓋然性が高まる。使用痕パターン fは、魚、肉、皮の作業で形

成される。光沢面はほとんど形成されないが、短い線状痕と多数の小ピットが刃縁のみに狭く分布する。使用

痕パターン h は鈍く弱い光沢面で、比較的長い線状痕と様々な大きさの小ピットが観察され、様々な被加工物

の使用痕の形成初期に見られる。

３．分析結果 

 

3-1. 黒曜石の獲得と石器の製作

蛍光Ｘ線分析によれば、17点の黒曜石製石器は全て近隣のエル・チャヤル産であった（図5）。石器組成は、

9点が石刃核から押圧剥離された定型的な石刃、8点が石刃核の石刃剥離作業面を調整する際に打撃剥離された

大型石刃（6点）と小型打撃石刃（2点）である。大型石刃と小型打撃石刃は、それぞれ幅が2.5cm以上か2.5cm

未満で分類する。大型石刃 1 点、小型打撃石刃 1 点、石刃 1 点の計 3 点に自然面が残存しており、小型自然面

残存率は17.6％と高い。「マウンドA-IV-2」の西側の先古典期後期の遺構から出土した10点の黒曜石製石器は、

4点の石刃、5点の大型石刃、1点の小型打撃石刃からなる。小型打撃石刃に自然面が残存する。「マウンドA-IV-1」

の東側の古典期前期の遺構から出土した 7 点の黒曜石製石器は、6 点の石刃と 1 点の大型石刃で構成される。1

点の石刃と 1 点の大型石刃に自然面が残存する。黒曜石は近隣の産地エル・チャヤルから、大型石刃核として

先古典期後期と古典期前期にカミナルフユに搬入され、打撃石刃と押圧石刃が製作されたと考えられる。その

証拠としては、大型石刃核に石刃剥離作業面を調整する際に打撃剥離された大型石刃と小型打撃石刃が多いこ

とおよび自然面残存率が高いことが挙げられる。対照的に古典期後期（600～810年）のセイバル（Ceibal）では、

黒曜石が石刃を押圧剥離するために既に整形された、より小さな石刃核として搬入された。そのために大型石

刃は皆無であり、エル・チャヤル産黒曜石製石器の自然面残存率は0.6％に過ぎない［Aoyama 2017:297］。

3-2. 黒曜石製石器の機能

 高倍率の金属顕微鏡を用いた使用痕分析の結果、火災や土中に埋没後の表面変化によって使用痕分析が不可

能な石器は皆無であった。すなわち、全17点の黒曜石製石器が使用痕の観察に適した良好な状態であることが
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確認された。パトリック・バーン（Patrick Vaughan）［Vaughan 1985:56-57］の分析法に従い、同定可能な使用

痕が観察される石器の各部位を使用部分（IUZ: Independent Use Zone）として算定した。各石器縁辺において被

加工物あるいは操作を2種類以上同定した場合は、それぞれ別の使用部分として同定した［Aoyama 1999, 2009］。

その結果、計42の使用部分を確認した。図9～14は、石器の使用部位、線状痕の方向、使用痕パターンを示し

ている。上述のように高倍率の金属顕微

鏡を用いた使用痕分析は、各石器の使用

部位、操作法、被加工物、作業量といっ

た石器の機能の基礎データを提供する。

たとえば、最も発達した使用痕パターン

bh が最も作業量が多く、次にパターン

hb、使用痕の形成初期に見られる使用痕

パターンhが続く。

17 点の黒曜石製石器の被加工物とし

ては、木・他の植物（78.6%、使用部分

33）が最も多く、同定不能の被加工物

（16.7％、使用部分7）と魚・肉・皮（4.8%、

使用部分 2）が認められた。石器の操作

法としては、切断（81%、使用部分 34）

が主流であり、削り（19%、使用部分8）

が続く。木・他の植物では、切断（75.8%、

使用部分 25）と削り（24.2%、使用部分

8）が行われており、木製品の製作や他

の植物の加工が推定される。カカオの果

実がグアテマラ太平洋岸からカミナル

フユに搬入されたのであれば、黒曜石製

石器がその切断に使われた可能性が高

い。魚・肉・皮の切断（使用部分2）は、

魚や動物の肉の加工あるいは皮製品の

製作が推定されよう。上述のように、カ

ミナルフユ遺跡の「A-IV グループ」は、

かつてミラフローレス湖の湖畔に立地し

て、水源に近かった。他に同定不能の被

加工物の切断（使用部分 7）が観察され

た。カミナルフユ遺跡の黒曜石製石器に

は、古典期のマヤ低地の都市であったコ

パン（Copán）やアグアテカ（Aguateca）

の黒曜石製石器に顕著な貝・骨の加工

［Aoyama 1995, 1999, 2007, 2009］が認め

  図 9 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の黒曜石製石器の

使用痕の分布（1-4:大型石刃、5:石刃） 

  図 10 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の黒曜石製石刃

（左）と小型打撃石刃（右）の使用痕の分布
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図 11 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の黒

曜石製大型石刃の使用痕の分布

 

図 12 カミナルフユ遺跡の先古典期後期の

黒曜石製石刃の使用痕の分布

図 13 カミナルフユ遺跡の古典期前期の黒曜石製石器の使用痕の分布

（11:大型石刃、12—14:石刃）
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られないことは特筆に値する。

石器の器種毎にみると、大型石刃

（木・他の植物の切断：使用部分 9、

削り：使用部分 6）と小型打撃石刃

（木・他の植物の切断：使用部分 2）

は全て木・他の植物の加工のみに使用

された。一方で石刃は木・他の植物の

切断（使用部分10）と削り（使用部分

1）、魚・肉・皮の切断（使用部分 2）

と同定不能の被加工物の切断（使用部

分8）と削り（使用部分1）といった、

より多様な被加工物に用いられた。

石器の推定作業を出土地点別に比

べると、「マウンドA-IV-2」の西側の

先古典期後期の遺構から出土した10

点の黒曜石製石器は全て木・他の植物

の切断（使用部分20）と削り（使用部

分6）のみに用いられた。対照的に「マ

ウンドA-IV-1」の東側の古典期前期の

遺構から出土した7点の黒曜石製石器

は、木・他の植物の切断（使用部分5）

と削り（使用部分2）だけでなく、魚・

肉・皮の切断（使用部分2）と同定不

能の被加工物の切断（使用部分7）に

も使われた（表1）。作業量にも顕著

な差異が認められた。「マウンド

A-IV-2」の西側の遺構から出土した石

器群では最も発達した使用痕パターンbhが96.2％（使用部分25）を占め、作業量が多い。対照的に「マウンド

A-IV-1」の東側の遺構から出土した石器群では使用痕パターンhbとhが81.3%（使用部分13）であり、作業量

がより少ない（表2）。すなわち前者は木・他の植物の加工に特化した専門的な石器であり、後者よりも使い込

まれたといえよう。

 

４．まとめ 
 

本論で分析した17点の黒曜石製石器の産地は、全てカミナルフユ近隣のエル・チャヤルである。黒曜石は先

古典期後期と古典期前期に大型石刃核としてカミナルフユに搬入され、打撃石刃と押圧石刃が製作された。全

ての分析石器に使用痕が観察された。「マウンドA-IV-2」の西側の先古典期後期の遺構から出土した10点の黒

曜石製石器は、木・他の植物の加工に特化した専門的な石器であり、「マウンド A-IV-1」の東側の古典期前期
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表2 カミナルフユ遺跡の黒曜石製石器の使用痕パターン
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の遺構から出土した7点の黒曜石製石器よりも使い込まれた。後者の石器群は他の植物の加工だけでなく、魚・

肉・皮の切断と同定不能の被加工物の切断にも用いられた。

カカオがグアテマラ太平洋岸から果実のままでカミナルフユに搬入されたのであれば、「マウンド A-IV-2」

の西側の先古典期後期の遺構から出土した黒曜石製石器および使用痕パターンbが観察された「マウンドA-IV-1」

の東側の古典期前期の遺構から出土した黒曜石製石器はカカオの果実の切断や木・他の植物の切断と削りに使

用されたという仮説が成り立つ。分析石器はカカオ豆を貯蔵したと考えられる土器に共伴した一次堆積の一括

資料であることから、カカオの果実の加工に使用された蓋然性が高い。カカオ豆飲料が古典期のメソアメリカ

の王や貴族の間で高貴で贅沢な飲み物として重用される以前に、カカオパルプ発酵酒が重要な宗教儀礼に用い

られて支配層の出現に重要な役割を果たした［Henderson et al. 2007:18939］。先古典期後期・古典期前期のカミ

ナルフユでカカオパルプ発酵酒が製造され、支配層が発酵酒を用いた宗教儀礼を執行して権力を強化した可能

性が示唆されよう。

一方で万が一カカオがグアテマラ太平洋岸から全てカカオ豆としてカミナルフユに運ばれたのであれば、使

用痕パターン b が観察された黒曜石製石器はカカオの果実の切断ではなく、木・カカオの果実以外の植物の切

断と削りに使用されたことになる。カカオ豆あるいは果実として運ばれたかのかを検証するためには、「マウ

ンドA-IV-1」と「マウンドA-IV-2」の2つの遺構から出土した一次堆積資料の黒曜石製石器および共伴した供

物土器の発掘排土の化学分析を行って、カカオの果実に関連する化学成分の有無を検証しなければならない。

さらにカカオの痕跡が検出されるかどうか、供物として埋納された土器内面に付着した炭化物を化学分析する

必要がある。現代マヤ人がカカオの果実をどのように加工・利用するのかについての民族学調査は、考古学的

な解釈に重要な類比（アナロジー）を提供する。 

カミナルフユ遺跡では大量の黒曜石製石器が出土しているが、本論の分析石器のようにカカオ豆を貯蔵する

ために使用されたと考えられる土器やカカオ豆の植物遺体に共伴する一次堆積の一括資料は極めて少ない。今

後の発掘調査によって、同様にカカオ豆貯蔵用の土器やカカオ豆の植物遺体に共伴する一次堆積の一括資料の

黒曜石製石器が出土することが期待される。黒曜石製石器の使用痕分析、発掘排土の化学分析や土器内面に付着

した炭化物の化学分析を通してカカオの加工に関連する痕跡を体系的に検証して、先スペイン期メソアメリカに

おけるカカオの社会・宗教・政治的な重要性を探求し続けていかなければならない。本論はそのささやかな第

一歩である。 
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必要がある。現代マヤ人がカカオの果実をどのように加工・利用するのかについての民族学調査は、考古学的

な解釈に重要な類比（アナロジー）を提供する。 

カミナルフユ遺跡では大量の黒曜石製石器が出土しているが、本論の分析石器のようにカカオ豆を貯蔵する

ために使用されたと考えられる土器やカカオ豆の植物遺体に共伴する一次堆積の一括資料は極めて少ない。今

後の発掘調査によって、同様にカカオ豆貯蔵用の土器やカカオ豆の植物遺体に共伴する一次堆積の一括資料の

黒曜石製石器が出土することが期待される。黒曜石製石器の使用痕分析、発掘排土の化学分析や土器内面に付着

した炭化物の化学分析を通してカカオの加工に関連する痕跡を体系的に検証して、先スペイン期メソアメリカに

おけるカカオの社会・宗教・政治的な重要性を探求し続けていかなければならない。本論はそのささやかな第

一歩である。 
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